


　本県では「島根県総合計画」（平成１７年３月策定）において、「安全な生活の確保」「人と豊かな自然が共

生している地域社会の実現」という政策を掲げ、河川改修等を計画的に進めるとともに防災体制を充実強

化しハードソフト両面からの治水対策を進めるとともに、自然環境や景観の保全・整備、更に水環境の改善

に取り組んでいるところです。 

　「島根の川づくり～２０１０年に向けて～」は２０００年度（平成１２年度）から２０１０年度（平成２２年度）にかけ

て重点的に取り組む事業を紹介する目的で作成しました。その後、国、本県の財政状況の変化、平成１８年７

月豪雨による被害などを踏まえ改訂しました。 

 

 

　河川は、治水・利水に加え、潤いのある水辺空間や多様な生物の生息・生育環境、更には地域の風土と文

化を形成するうえで重要な役割を担っています。 

　本県においても、今後一層地域住民の方々の意見を取り入れ、人々が河川に親しめる空間づくりや水質

の浄化、更には動植物の良好な生息・生育環境の保全などに配慮しながら安全な暮らしを守るための河川

整備に努めます。 

　また、平成１８年７月の梅雨前線豪雨では、島根県東部を中心に多くの被害が発生しました。特に被害の大

きかった神戸川沿川、松江市街地等では再度災害防止に向けた取組を最優先に実施していきます。 

安全・活力・美しさ 

3つの基本理念 

●県土の発展を支える基盤の確保　●情報発信と危機管理対策の充実 

●川と人とのふれあいの場の確保　●まちづくりと一体となった水辺の整備 

●豊かで清らかな水の確保　●豊かで優れた自然環境や景観の保全と整備 

（参考）１級・２級河川について H��.�.   現在 

大臣管理（km） 知事管理（km） 

斐伊川本川��.�km、 

宍道湖��.�km、大橋川�.�km、 

中海��.�km、境水道�.�km、 

剣先川�.�km、八間川0.�km、 

槻ノ屋川0.��km、下布施川�.��km、 

八代川0.�km、三沢川0.�km、 

奥下布施川�.�km、 

神戸川��.�km、斐伊川放水路�.�km、 

角井川�.�km

江の川 ��� ���.� ��.� ��0.� ���.� 江の川本川��.�km

高津川本川��.�km、派川�.��km

匹見川�.0�km、白上川�.0km

� ��� �,���.� ���.� �,0��.� �,���.�
２ 級河川 �� ��� ���.� ���.�－ ���.�

計 �� ��� �,���.� ���.� �,���.� �,���.�

��0.� ���.�

１ 級河川 

備考 

高津川 �� �00.� �0.0

区分 

���.�

河川数 水系数 

�,0��.�

県管理の内 
要改修延長 

（km） 

内訳 河川延長 
（km） 

斐伊川 ��� �,���.� ���.�
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　島根県の河川は、１級河川３水系４５３河川、２級河川７１水系１４５河川、合計７４水系５９８河川で総

延長は２,９５３kmにも及びます。そのうち、県が管理する河川の延長は２，６８９kmあり、このうち改

修の必要な延長は１，６１２kmです。 

　本県の治水計画は、流域規模や土地利用状況、降雨実績、洪水被害状況などを総合的に踏ま

え、計画降雨の年超過確率を定めます。主要な河川では１００～５０年、一般の河川では３０～１０年

確率となっています。計画降雨量について県内では、日雨量で４００～２４０mm、時間雨量強度で

５０mm程度と定めています。また、県内における時間雨量５０mm相当規模に対する想定氾濫区

域内人口は約２８６,０００人であり、そのうち、河川改修等によって２００４年度（平成１６年度）までに

８２,３００人の保全をしてきました。今後一層河川改修に努め、２０１０年度（平成２２年度）にはその

保全人口８４，４００人を目標としています。なお、県では、市街地における浸水常襲地帯の早期解

消、事業効果の早期発現を目指し、時間雨量５０mmに満たない暫定改修により改修を進めてい

る河川もあり、それらは保全人口に反映されていません。 

　なお、ここに掲げる主要な事業の総事業費は約３，１６４億円であり、平成１８年度までの実施額

は１，５３６億円、２０１０年度までの必要額は２７９億円、２０１１年度以降の残事業費は１，３５０億円

です。河川整備を進めるたには今後の多額の費用が必要です。 

※　河川整備率：要改修区間のうち、時間

雨量５０mm相当規模以上で改修が行

われた区間の割合 

※　保全される人口、河川整備率には神戸

川の直轄管理区間が含まれます。 
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雨 量  

浸水家屋 

最大時間雨量(mm) 
気象庁桜江雨量観測所（S��.�: 気象庁江津雨量観測所） 

最大日雨量(mm) 

浸水戸数 

浸水面積（ha）  

昭和47年7月 昭和58年7月 

江の川堤防改修後  

トンネル吐口改修後 トンネル呑口改修後  

浸水家屋解消 

浸水面積激減 

小谷川河川トンネル 
江津市桜江町谷住郷地区 江津市桜江町谷住郷地区 

S47年浸水区域 
（19.9ha)

H18年浸水区域 
（3.0ha)

堤
防
築
堤 

至
　江
津
 

桜江大橋 

国道２６１号 

至
　広
島
 

江
の
川
 

0戸 

３．０ha

　江津市桜江町で島根県が施工していた小谷川河川トンネル工事と国が施工していた江の川の築提堤防、樋門

設置工事が平成１８年５月に完成し、今回の洪水に対して大きな効果がありました。 

江の川水系小谷川　河川改修により浸水被害を軽減 

　出雲市平田町で島根県が実施してきた平田船川（平成１７年に市街地上流まで完成）、湯谷川（市街地下流まで

完成）の改修により、今回の洪水に対して平田市街地で大きな効果がありました。河口付近では浸水被害が生じ

ましたが、今後堤防、ポンプを整備することにより治水効果が期待できます。 

斐伊川水系平田船川　河川改修により市街地の浸水被害を軽減 

浸水面積 

昭和
47年

7月 

湯谷川
 

完成した平田船川の捷水路 改修が進む湯谷川 

平田市街地浸水実績図 

雨 量  

浸水家屋 

浸水面積 

河川整備の現状と目標　 
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主な事業 

河　川　名 

浜田川 

益田川 

都治川 

矢原川 

中川 

佐陀川（下流） 

佐陀川（上流） 

忌部川 

飯梨川 

吉田川 

木戸川 

田頼川 

京橋川 

三谷川 

斐伊川 

五右衛門川 

高瀬川 

平田船川 

湯谷川 

神戸川（所原） 

神戸川（乙立） 

神戸川（八幡原） 

新内藤川 

赤川 

十間川 

出羽川 

今市川 

高津川 

八尾川 

事業箇所 

浜田市 

益田市 

江津市 

浜田市・益田市 

松江市 

松江市 

松江市 

松江市 

安来市 

安来市 

安来市 

安来市 

松江市 

雲南市 

奥出雲町 

斐川町 

斐川町 

出雲市 

出雲市 

出雲市 

出雲市 

出雲市 

出雲市 

出雲市 

出雲市 

邑南町 

益田市 

吉賀町 

隠岐の島町 

整備の目標 

平成２０年代後半完成予定 

平成１８年度完成 

平成２０年代後半完成予定 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

平成２０年度完成予定 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

平成２０年度鉄道橋架替完成予定 

平成２０年度水門完成予定 

平成１９年度完成予定 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

平成２０年代前半主要区間暫定完成予定 

整備促進 

平成２０年代前半暫定改修完成予定 

平成２０年度完成予定 

平成１９年度完成予定 

平成２０年度床上浸水解消 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

整備促進 

河川整備の種類 

第二浜田ダムの建設・
浜田ダムの再開発 
益田川ダムの建設・ 
笹倉ダムの再開発 

波積ダムの建設 

矢原川ダムの建設 

河道改修 

河道改修 

河道改修（災害関連） 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

水門設置 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修（災害関連） 

河道改修（災害関連） 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 

河道改修 
 

：重点的な取組み（平成１８年７月豪雨対応、床上浸水の早期解消） 

�



　７月１５日から１９日にかけて梅雨前線が山陰地方に停滞した影響で、島根県東部、大田地区、浜田地区、川本地区、

隠岐地区で豪雨となり、松江市街地、出雲市所原町を始め島根県各地で浸水被害が生じました。 

※ 県内の被害概要：死者行方不明者５名、家屋全壊１０戸、床上浸水３７３戸、床下浸水１，６０３戸（県消防防災課） 

　斐伊川では、７月１５日２３：００から２２日

１７：００までに総雨量３７８ｍｍ（斐伊川流域

平均）を記録しました。斐伊川下流部に位

置する宍道湖では、斐伊川上流部や松江市

内周辺で降った雨の影響で、松江水位観測

所（国）で最高１．９６ｍ（計画高水位２．５０ｍ）

まで水位が上昇しました。宍道湖水位の上

昇や松江市街地を流れる河川の内水氾濫

により、松江市街地では約２００ha、１，２００戸

の家屋が浸水しました。（松江市防災安全

課資料より） 

　再度災害防止に向けての抜本的対策は、斐伊川治水

３点セット（尾原・志津見ダム、斐伊川放水路、大橋川改修）

が不可欠です。しかし、その整備にはしばらく時間が必

要であるため、国土交通省、島根県、松江市の協力のも

と京橋川水門や流末水路逆流防止の整備、水防活動の

強化充実を柱とした「松江市街地の当面の浸水対策」

を策定し、水防活動と一体となって再度災害の防止に努

めていきます。 

平成１８年７月豪雨による浸水実績図 
（松江市街地） 

浸水状況：松江駅前 

浸水状況：松江市伊勢宮町 氾濫する大橋川 

京橋川水門 

■斐伊川（大橋川）、京橋川、 
　天神川他 

�



　佐陀川では、宍道湖の水位が上昇したことにより堤防を越水し、家屋浸水に加え、約３８０haの農地冠水等、甚大

な被害が発生しました。（佐陀川関連計画より）災害関連事業として、堤防の嵩上げを行い再度災害の防止に努

めていきます。 

浸水状況：松江駅前 

■佐陀川 

（左岸） 
浸水面積 ���ha 
海洋センター 
農業揚水機場 �棟 
農業排水機場 �棟 

河川災害関連 
事業区間 
Ｌ＝ ２ ，８０６ ｍ 

浸水実績図 

改良復旧平面図 

（右岸） 
浸水面積  ���ha 
床下浸水   �戸 
下水処理施設 �棟 
農業揚水機場 �棟 
農業排水機場 �棟 

◆主要構造物 

築堤工 �,�0�ｍ 

◆復旧計画 

平成��年�月豪雨時の宍道湖最高水位に対し、 

佐陀川が越水氾濫しないよう堤防の嵩上げを 

行う。 

宍道湖 

主要地方道松江鹿島美保関線 

標
準
断
面
図 

標
準
断
面
図 

「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくり　 
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　神戸川流域では、７月１６日から１９日にかけて総雨量４６０ｍｍ、最大時間雨量６７ｍｍ（波多雨量観測所（県）１７日

７：００）の雨を記録しました。この豪雨により、神戸川の水位は１８日の夜から再上昇し、神戸川中流部で堤防を越

流すると伴に１９日には各所で堤防が破堤したため、所原町で浸水面積１０６ha、浸水家屋１１５戸、乙立町で浸水面

積２７ha、浸水家屋４９戸、佐田町八幡原で浸水面積１５ha、浸水家屋２戸の甚大な被害が生じました。 

　神戸川の所原地区では広域基幹河川改修事業、乙立地区、八幡原地区では災害復旧改良事業として河川改修

を行い再度災害の防止に努めていきます。 

○所原地区 

■神戸川 

災害対策事業計画区間　Ｌ＝5,000ｍ 

 凡  例 

国管理区間 
県管理区間 
浸水範囲 
決壊箇所（４箇所） 

浸水面積  �0�.�ha 

床上浸水  ��戸 

床下浸水  ��戸 

甚大な浸水被害が発生した出雲市所原町において、再度災害防止の観点から河川整備を推進し、早期効果
発現を目指す。災害対策事業の完了及び志津見ダム（国）建設（Ｈ２２竣工）により、今回の出水により浸水し
た箇所を解消する。 

実施箇所 標準断面図 本事業実施及び志津見ダム 

（国）建設により、約�.�m水位 

が低下 
築 堤 

築 堤 護 岸 河道掘削 

�



○乙立地区 

○八幡原地区 

「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくり　 

水道浄水場 水道浄水場 

10



　一般的に、床上浸水は床下浸水に比べ２～３倍の被害額となります。低平部市街地の床上常襲地帯については

集中的に整備し、その早期解消に努めていきます。 

　平成９年７月の梅雨前線豪雨により大きな浸水被害を受けたため、その時の総雨量３０５mm（最大時間雨量３７mm）

に対応する改修を進めています。平成２０年度には平成９年に床上浸水となった家屋の解消が図れる予定です。 

現況 

事業実施 

改修後 

■新内藤川 

戸 

�0戸 

�0戸 

�0戸 ��戸 

平成�年 平成�0年 

��戸 
��戸 

�0戸 

�00戸 

��0戸 

床下浸水戸数 

平成９年７月の梅雨前線降雨に対する浸水家屋数 

浸
水
戸
数 

床上浸水戸数 

平面図（出雲市） 

改修された下流区間 

川幅の 
イメージ 

左：現況　　　右：浸水状況（平成１３年６月） 

床上浸水の解消 床上浸水の解消 
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浜田川の洪水を軽減し、浜田市街地を洪水から

守るとともに、流水の正常な機能の維持を図り

ます。また、周辺の景観を楽しむことのできる環

境づくりを推進します。 

■浜田川（第二浜田ダム・ 
　　　　　浜田ダム再開発） 

益田川の洪水を軽減し、益田市街地を洪水から

守るとともに、流水の正常な機能の維持を図り

ます。また、ダム湖周辺の環境整備を行い、自然

とふれあえる水辺空間の創造を図ります。 

■益田川（益田川ダム） 

都治川の洪水を軽減し江津市波積、都治地内を洪水

から守ります。平成１６年２月に補償基準を締結し、今

後用地買収を進めるとともに、付替道路工事を行い

ます。 

■都治川（波積ダム） 

完成イメージ図 

平成１８年４月より運用を開始した益田川ダム 

完成イメージ図 

昭和５８年7月益田川の被災状況 

「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくり　 
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　治水上ネックとなっているＪＲ橋を改築することで、洪水を安全に流下させることができるようになり、浸水被

害を解消します。 

■田頼川 

　両河川ともに治水上ネックとなっている国道９号橋を改築することで、洪水を安全に流下させることができる

ようになり、浸水被害を解消します。その後は、引き続き高瀬川の国道橋より上流区間の河川整備を進めます。 

■五右衛門川・高瀬川 

　離島の経済社会の拠点地域は度重なる洪水に悩まされていましたが、平成１０年に河口付近の放水路が、平成

１２年に支川銚子川に銚子ダムがそれぞれ完成しました。引き続き中・上流部及び支川有木川の河川整備を推進

します。 

■八尾川 

平成9年6月出水状況 治水上ネックとなっているＪＲ橋 

五
右
衛
門
川 

高
　

瀬
　

川 

治水上ネックとなっている国道橋 

国道９号橋 国道９号橋 

国道９号橋 国道９号橋 

国道９号橋 国道９号橋 

左：平成５年９月、右：整備後 

平成１７年７月出水状況 

平成１７年７月出水状況 治水上ネックとなっている国道橋と狭小な河道 
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○５つの目標 

①　島根県水防情報システム、土砂災害予警報システムの再構築や気象庁と連携した豪雨災害情報

の提供と住民からの情報収集の充実 

②　洪水・土砂災害ハザードマップ作成支援による情報共有の推進 

③　堤防カルテの作成や河川現況の電子化による河川施設及び砂防関連施設の点検、管理の徹底及

び強化 

④　関係機関との連携による地域防災力の強化 

⑤　「島根県水防計画」の改訂及び「河川等管理施設の維持管理における巡視･点検運用方針」、「砂

防設備点検要領」、「傾斜地関係施設点検要領」の作成による体制・対応力の強化 

河川情報の収集 
　県の水防情報、砂防情報、国土交通省情報の一元化などシステムを再構築し、情報伝達の充実強化を図ります。 

■豪雨災害対策緊急アクションプラン【島根県版】 

■河川情報の提供と情報収集の充実 

松江・安来・出雲・江津 松江・出雲・東出雲・大田 
・浜田 

雲南・邑南・津和野・ 
益田 

避難目安となる水位情報 
提供の迅速化 

水位・映像情報の提供 CCTV映像提供（７箇所） CCTV映像提供（�箇所） 

洪水時 
の避難 
支援 

情報伝達の迅速化 

２河川で実施 ３河川で実施 

浸水想定区域図作成 

ハザードマップ 
作成支援 

防災情 
報の共 
有徹底 

洪水 予報 

洪水防災情報の周知PR 県が提供する洪水防災情報（洪水予報・水位情報）の活用の促進 

目的 

浜田川・益田川 飯梨川・三瓶川・周布川 

�市町村 
１�市町村分 

（作成済みのものを含めて３２河川） 
�0 河川 �� 河川 �� 河川 

�市町村 �市町村 

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ 合計 
取り組み内容 

方法 

 

水防 警報   洪水予 報､ 特 別 警 戒 水 位 

水防 情報シ ス テ ム 洪 水予報 文作 成 

水位計 

ＣＣＴ Ｖ カ メ ラ 

ダム 情報 

雨量計 

中継 局 監 視 局 

気象 庁 

データ 交 換 

砂防 シ ス テム 監視 局 雨量計 

消防防 災課 

総合防 災情 報 
システ ム 

国 土交通 省直 轄事務 所 

国 土交通 省中 国整備 局 統一 シ ス テ ム 

水 防支 部端 末 イン ター ネ ッ ト 配 信 

住  民 

市 町村 

Ｃ Ｃ Ｔ Ｖ 監視シ ス テ ム 

既存シ ス テ ム 

水防情報 
シス テ ム 開 発 

凡 例 

他事業 

「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくり　 
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　水防情報システムにより収集された県内の

雨量、水位データは水防活動や避難行動支援

のためにインターネットや携帯電話のサイトに

情報提供してきましたが、より判り易く、避難行

動に役立つ河川情報の提供を目指して平成２１

年度を目途にシステム開発を行っています。 

　現在の携帯サイトについては、国から提供し

ます携帯サイトと内容が重複するため、平成２１

年３月まで閉鎖することにしました。平成２１年

度からはより充実したサイトとして提供開始し

ますので、それまでは国の携帯サイトをご利用

下さい。 

　なお、インターネット上に公開していますＨＰ

はこれまで通りご利用になれます。 
 

国土交通省提供携帯サイト　川の防災情報 

http://i.river.go.jp 
 

島根県河川課ＨＰ　水位雨量リアルタイムデータ表示 

http://www.pref.shimane.jp/section/uryousuii/menu.htm

　河川の破堤等により、浸水被害が発生する

おそれのある市町村において、浸水想定区域

等の情報を提供し「洪水ハザードマップ」の作

成を支援します。 

■河川情報の提供 

■洪水ハザードマップの作成支援 

洪水ハザードマップ… 

過去に発生した洪水により

浸水した区域や、避難等に

係る情報を提供し、洪水に

よる被害を最小限にくいと

めます。 

「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくり　 
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　児童や園児が安心して水辺と親しめることを目的とし、広場の中心にせせらぎ水路を設け、川

に沿ったウッドデッキからコイや水生生物を観察できる場などを計画しています。 

■木戸川 

　豊かな自然を生かし、近接する小学校・幼稚

園の児童・園児による川遊びや環境教育の活

動の場として活用します。 

■新田川 

主な事業 

　水系名 

斐伊川 

〃 

江の川 

益田川 

斐伊川他 

　河川名 

木戸川 

新田川 

出羽川 

益田川 

斐伊川他 

事業箇所 

安来市 

出雲市 

邑南町 

益田市 

松江市他 

　河川整備の種類 

水辺の楽校 

河川環境整備 

河道整備 

ダム周辺環境整備 

河川浄化 

　　　　整備の目標 

平成20年代前半完成予定 

平成18年度完成 

整備促進 

平成18年度完成 

事業促進 

イメージ図 

イメージ図 

現況 

現況 
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　改修により水害の発生を軽減するとともに、魚類、水棲生物等の生息環境に配慮した河川整備を推進します。 

　なお、本河川においては平成１６年度にワークショップ手法を用いた社会的な合意形成により地域ニーズを集

約し、河川改修計画を作成しましたので、その実施状況を紹介します。 

■出羽川 

計画イメージ図 

「出羽川の川づくりを語る会」の発足・・・沿川住民の代表２２名で構成 

ワークショップによる地域ニーズの集約 

河川改修計画の作成 

・多様な生態系を育む自然豊かな河川 
・沿川において、夏まつり、灯篭流しなどの盛んな行事 
・川遊びや魚釣りなどによる自然と親しむ空間としての河川利用 

検討結果 

・水遊びのできるせせらぎの整備 

・河川内の遊歩道計画 

・河川内への坂路の整備 

・景観に配慮し自然石を利用した護岸の整備 

・みんなで川をきれいにしよう 

第１回 
「出羽川について語り合い、 
思いを共有しよう」 

第２回 
「出羽橋を中心とした“ふれあい親
水ゾーン”の計画内容を考えよう」 

第３回 
「“ふれあい親水ゾーン”計画の 

最終確認をしよう」 
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　「自然と光に出会う交流広場」をキーワードにダム周辺を魅力的な余暇活動の場として整備し、地域の活性化、

生活環境の向上等の拠点整備を推進します。 

■益田川（ダム周辺環境整備） 

　河川は古来から地域の風土と文化を形成してきた貴重な財産であるという認識のもとに、県管理河川の堤防

除草等の維持管理について、県と地域（市町村）が協同して行うことにより良好な河川環境の保全をはかること

を目的とした事業です。 

■河川浄化事業 

　地域の人々の重要な生活空間であるとともに、貴重な財産である河川の流域全体の良好な環境の保全・再生

を積極的に推進していくうえで、地域において自主的な愛護活動を行っている河川愛護団体は不可欠となって

います。 

　島根県では河川愛護団体の認定登録制度を設け、登録された河川愛護団体への支援として、河川美化作業中

の負傷等の事故に備え傷害保険契約を行っています。 

■河川愛護団体（住民参加） 

「健やかな地域」を育てる川づくり　 
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暫定改修済区間 改修予定区間 

　旧平田市中心市街地を流れる湯谷川について、県・市・地域住民が一体となり、湯谷川改修を契機とした“河川

を活かしたまちづくり”を実施します。今後も県・市・地域住民による協議を重ねるとともに、現地調査を進め、平

成２０年代前半に工事に着工する計画としています。 

■湯谷川 

 

主な事業 

水系名 

斐伊川 

河川名 

湯谷川 

事業箇所 

出雲市 

河川整備の種類 

河道改修・まちづくり 

整備の目標 

整備促進 

平　面　図 

標準断面図 「湯谷川改修とまちづくりワークショップ」 
実施状況 

暫定改修済の下流区間 改修予定区間 

「健やかな地域」を育てる川づくり　 
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　浜田川の洪水を軽減し、下流沿川

を洪水から守るとともに、流水の正

常な機能の維持を図ります。 

■浜田川 

　益田川の洪水を軽減し、下流沿川

を洪水から守るとともに、流水の正

常な機能の維持を図ります。 

■益田川（笹倉ダム） 

　都治川の洪水を軽減し、下流沿川

を洪水から守るとともに、流水の正

常な機能の維持を図ります。 

■都治川 

主な事業 

水系名 

浜田川 

益田川 

江の川 

斐伊川 

　河川名 

浜田川 

益田川 

都治川 

松江堀川 

事業箇所 

　浜田市 

　益田市 

　江津市 

　松江市 

　河川整備の種類 

第二浜田ダムの建設 

笹倉ダムの再開発 

波積ダムの建設 

水質浄化 

　　　　　整備の目標 

平成20年代後半完成予定 

平成18年度完成 

平成20年代後半完成予定 

宍道湖・中海第4期水質保全計画 

完成イメージ図 

完成イメージ図 

試験湛水中の笹倉ダム 
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　松江堀川にかつての豊かな水環境を回復す

るため、地域住民や各種団体ならびに行政機

関が一体となって水環境の改善に取り組んで

います。 

■松江堀川 

《目標水質》    区間 

城山内堀川以外 

城山内堀川 

 BOD最大値 

�.0mg/l以下 

�0.0mg/l以下 

BOD７５％値 

�.0mg/l以下 

�.0mg/l以下 

透視度（平均値） 

�0cm以上 

�0cm以上 

BOD７５％値の経年変化 

0

�

�

�

�

�0

��

H� H� H� H� H�0 H�� H�� H�� H�� H�� H�� H��

m
g/

㍑
 

北田川（北堀橋） 

北田川（新橋） 

北堀川（松原橋） 

城山西掘川（亀田橋） 

四十間堀川（末次橋） 

京橋川（東橋） 

京橋川（筋違橋） 

京橋川（新栄橋） 

城山内堀以外目標水質 

透過度の経年変化 

0

�0

�0

�0

�0

�0

�0

�0

H� H� H� H� H�0 H�� H�� H�� H�� H�� H�� H�� 

cm

北田川（北堀橋） 北田川（新橋） 

北堀川（松原橋） 城山西掘川（亀田橋） 

四十間堀川（末次橋） 京橋川（東橋） 

京橋川（筋違橋） 京橋川（新栄橋） 

城山内堀以外目標水質 

21



　改修により水害の発生を軽減するとともに、現況河川を極力残した改修によって生態系の保全を図ります。 

■五右衛門川 

　周辺の景観、流域の歴史・文化及び背後地の利活用と調和した水辺空間の形成に努め、子ども達や地域住民が

自然にふれあい、水辺に親しめる場を創出するとともに、地域住民の活動と連携しつつ、美しい河川環境を維持

するように努めます。 

■十間川 

　河川事業や河川管理の参考にするために、河川に生息・

生育する生物に関する調査を行い、基礎情報の収集・蓄

積し、県の情報コーナーで公開しています。 

■河川水辺の国勢調査 

主な事業 

　水系名 

斐伊川 

十間川 

斐伊川他 

　河川名 

五右衛門川 

十間川 

斐伊川他 

事業箇所 

　斐川町 

　出雲市 

松江市他 

　　河川整備の種類 

河道改修 

河道改修 

水辺の国勢調査 

　　　　　整備の目標 

整備促進 

整備促進 

５年ごと 

今後の実施予定 

水系名 

斐伊川水系 

江の川水系 

高津川水系 

Ｈ�� 

● 

Ｈ�0 

 

○ 

○ 

Ｈ�� 

○ 

神西湖湖岸堤標準断面図 
神西湖湖岸堤イメージパース 

「豊かな自然」を守る川づくり　 
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　「住民のニーズ」に的確に応え、河川の特性と地域の風土・文化などの実情に応じた河川整備を推進するため
には、地域との連携が不可欠です。このため、河川整備の基本となるべき方針に関する事項（河川整備基本方針）
と具体的な河川整備に関する事項（河川整備計画）に区分して川づくりの姿が明らかにするとともに、後者につ
いては地方公共団体や地域住民等の意見を反映するよう図られました。島根県では、工事実施基本計画を策定
した１７水系について河川整備基本方針を策定することとしています。また、一級河川の指定区間を１７ブロック
に分けそのうち当面事業を実施する１１ブロックについて河川整備計画を策定することとしています。同様に二
級河川については７河川で河川整備計画を策定することとしています。 

 １．河川整備計画 
ブロック・水系数 34

内　策定済  11

内　未策定  7

内　事業なし   16

２．策定状況 
一級水系 水系名 ブロック名  

（３水系） 
（17ブロック） 
※11ブロック 

斐伊川水系 中海支川域 H18. 5. 31 認可 

宍道湖東域 

宍道湖南域 

宍道湖北域 

宍道湖北西域 

宍道湖南西域 

中流支川域 

上流域 

新内藤川流域 H19策 定予定 

神戸川中流域 H19策 定予定 

(11) 8 神戸川上流域 事業なし 

江の川水系 下流支川域 

八戸川流域 事業なし 

(3) 2 出羽川流域 

高津川水系 下流支川域 

上流域 Ｈ19策定予定 

(3) 1 匹見川流域 事業なし 

二級水系 水系名 河川整備基本方針 河川整備計画 
（１ 7水系） 浜田川 H11. 10. 22 認可  

※7水系 美田川 H11. 10. 22 認可 

益田川 H12. 11. 29 同意 

三隅川 Ｈ19 策定予定 

八尾川 H17. 7. 29 同意 

久見川 H14. 10. 25 同意 事業なし  

都万川 H14. 10. 25 同意 事業なし 

周布川 H17. 7. 29 同意 事業なし 

十間川 H18. 4. 17 同意 

福光川 H14. 10. 25 同意 事業なし 

敬川 H14. 10. 25 同意 事業なし 

下府川 H14. 10. 25 同意 事業なし 

喜阿弥川 H14. 10. 25 同意 事業なし 

中村川 H14. 10. 25 同意 事業なし 

重栖川 H16. 6. 24 同意 事業なし 

潮川 H14. 10. 25 同意 

静間川 Ｈ19 以降策定予定 

H19 策定予定 

H15. 10. 17 同意 

事業なし 

Ｈ15 .8. 7 認可 

事業なし 

H13. 1. 5 同意 

H13. 1. 5 同意 

H13. 3. 23 同意 

H19 策定予定 
H18. 5. 31 同意 

H16. 12. 24 認可 

H13. 6. 22 認可 

H13. 1. 5 認可 

Ｈ 19以降策定予定 

H16. 12. 24 認可 

　 　 　 河川整備計画 

Ｈ19以降策定予定  

事業なし 

事業なし 

宍道湖北域外  

12年度　4、13年度　1、15年度　2 
16年度　2、18年度　2

 
    
 

  
     
 

斐伊川水系中海支川域、宍道湖南西域、
宍道湖北西域、上流域、江の川水系
下流支川域、出羽川流域、潮川、浜
田川、益田川、美田川、八尾川 

斐伊川水系宍道湖東域、中流支川域、
神戸川中流、新内藤川域、高津川上流
域、十間川、三隅川 
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②　中流の斐伊川放水路の建設と斐伊川本川の改修 

　斐伊川の洪水の一部を神戸川を通じて日本海へ直接流し、

斐伊川本川下流及び宍道湖への洪水の流入量を減らすた

めの放水路を建設します。斐伊川と神戸川を繋ぐ河川を約

１００mの幅で新たに開削するとともに、分流先の神戸川の

川幅を現在の約１．５倍に拡幅し、斐伊川・神戸川一体の治水

対策を進めます。神戸川に新たに創出される河川敷の整備

に当たっては、地域の意見を反映して、人と自然が寄り添い、

歴史と文化がいきづく川づくりを進めます。 

流域全体の治水対策（３点セット） 

斐伊川放水路開削部 
（写真手前が斐伊川、奥が神戸川） 

宍道湖より大橋川を望む 

■斐伊川・神戸川の治水対策（出雲河川事務所、斐伊川・神戸川総合開発工事事務所） 
　斐伊川下流は天井川であり、ひとたび

氾濫するとその被害は出雲平野一体に

広がります。また、宍道湖と中海を繋ぐ

大橋川は川幅が狭く、水はけが悪いこと

から、一度上昇した宍道湖の水位はなか

なか下がらず、洪水が長期化します。従

って、水位上昇に対応した堤防整備に加

え、宍道湖を含めた斐伊川下流の水位

上昇を抑えることを主眼に、以下の３つ

の事業（３点セット）を柱とした、流域全

体で治水安全度を確保する総合的な治

水対策を進めています。 

 

①　下流の大橋川の改修と中海・宍道湖の湖

岸堤整備 

　中海・宍道湖・大橋川の堤防を整備するとともに、

大橋川の流下能力を向上させ宍道湖の水位上昇を

抑えます。特に大橋川の改修に当たっては、宍道湖・

中海の汽水湖としての良好な環境、国際文化観光

都市としての松江のまちづくりに配慮し、治水と環

境とまちづくりが一体となった計画を地域とともに

作成し、河川整備を進めます。 
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■斐伊川流域の水環境整備（出雲河川事務所） 
　斐伊川流域の下流に位置する宍道湖・中海は、大橋川で結ばれた汽水湖ですが、閉鎖性が強いことに加えて流

域から流入する汚濁負荷などによる富栄養化で、アオコや赤潮などの異常現象や湖底の貧酸素水塊の形成など、

水環境を取り巻く課題がたくさんあります。そこで水環境改善に向けた取り組みとして、水質浄化効果の持続的

発現や生物などの自然の自浄機能回復を目指した沿岸域での植生湖岸や浅場の整備を行っています。 

　これらの整備にあたっては、モニタリングを含めた適合管理や「ヨシ再生」などの地域と連携した取り組みを

行っています。 

ダムサイト状況（Ｈ１７年１０月） 
（下流から上流を望む） 

尾原ダム 

ダムサイト ダムサイト 

仮排水トンネル吐口 仮排水トンネル吐口 

斐
伊
川 

斐
伊
川 

ヨシ再生 湖岸植生（宍道湖西岸） 

建設の進む志津見ダム（ダムサイト上流より望む） 

③　斐伊川と神戸川の上流にダムを建設 

・尾原ダム 

斐伊川の洪水を軽減し、下流沿川を洪水から守り

ます。また、水道用水を確保するとともに河川環境

の保全を図ります。平成２２年度の完成に向けて、

整備を進めています。 

・志津見ダム 

神戸川の洪水を軽減し、下流沿川を洪水から守ります、また、工業用水の確保及び発電を行うとともに、河川環

境の保全を図ります。平成２２年度の完成に向けて、整備を進めています。 

国が行う河川事業の紹介　 
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■江の川（浜田河川国道事務所） 
江の川の堤防は高く、長い特徴があり、道路の

付け替え、樋門の整備、橋梁の付け替え、の設

置などが必要で工事に要する期間が長くなり

ます。今後はコスト縮減をはかりながら、早期

に効果が得られるような事業を推進するとと

もに、江の川沿川の地形を考慮し、宅地の嵩上

げ等と一体となった河川整備（水防災対策特

定河川事業）にも取り組んでいきます。 

■高津川（浜田河川国道事務所） 
　現在の堤防は昭和１８年におこった洪水と同程度の流量でも溢れない構造としており、この計画に対して約９割

が完成しています。しかし、昭和４７年には既往最大洪水を観測し堤防の決壊、平成９年には多数の漏水が発生す

るなど安全性は十分と言えません。このため、漏水個所の対策など堤防の質的整備に取り組んでいくこととして

います。 

　また、昭和４７年洪水を考慮した治水計画として

河川整備基本方針を策定し、その後河川整備計画

を策定した後に抜本的な河川改修を実施すること

としています。 

国が行う河川事業の紹介　 
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「平成��年度命と生活を守る新国土づくり研究会」資料：国土交通省河川局 

時間降水量80mm以上の発生回数 
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年降水量 
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日本の年降水量の経年変化 

トレンド 

「平成��年度命と生活を守る新国土づくり研究会」資料：国土交通省河川局 

年
降
水
量
mm
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資　料　編　 

江
の
川 

高
津
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吉
井
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旭
川 高

梁
川 芦

田
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太
田
川 

小
瀬
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佐
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山口県 
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鳥取県 

岡山県 

�

斐
伊
川 

日
野
川 

天
神
川 

千
代
川 

中海 宍道湖 

時間雨量50mm以上の発生頻度分布 

中国地方における時間雨量50mm以上の年別発生頻度 
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 �0年平均値 
(昭和�� 年～昭和�� 年)(昭和��年～昭和��年)

 ９．７ 

 �0年平均値 
(昭和��年～平成�年)

 �0年平均値 
(平成�年～平成�� 年)(平成�年～平成��年)

 １８．４ 

※ この資料は、気象庁電子閲覧室で公表されている中国地方  
のアメダス観測所���箇所のデータ（昭和��年～平成��年）
を使用し島根県河川課で作成したものです。 

※ この資料は、気象庁電子閲覧室で公表されている中国地方  
のアメダス観測所���箇所のデータ（昭和��年～平成��年）
を使用し島根県河川課で作成したものです。 
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島根県における集中豪雨発生頻度 

時間雨量50mm以上の発生回数（中国地方） 
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島根県における１時間雨量の最大値 
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気象庁HP「気象観測（電子閲覧室）」のアメダスデータより集計 
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